
の目的：

の目的：

知 思 態 時数

C 単元
第2章　機械に働く力と仕事
　1.　機械に働く力
  2.　運　動
  3.　力と運動の法則
作図や計算で力を合成・分解する方法，計算
によって力のモーメント・偶力・重心を求め
る方法を理解し，それぞれの方法で結果を導
き出すことができる。

・指導事項
力を合成・分解する方法，力の働き
やつり合い，重心の求めかたの流れ
を考えることができ，力を数学的に
とらえ数式で適切に表現する力を身
に付けさせる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

機械に働く力の工学的意義や
物体に動きを与える力につい
て関心をもち，どのように設
計に役立てるかを探究し，理
解しようとする。 8○ ○ ○

D 単元
4.仕事と動力
5.摩擦と機械の効率
仕事の概念や原理，エネルギーと動力
について理解し，それらの計算法を身
に付けている。エネルギー保存の法則
を理解する。

・指導事項
仕事や動力，仕事の原理をてこ・輪
軸・滑車・斜面などの道具やさまざ
まな機械の具体例を考察でき，計算
の過程や結果を表現する力を身に付
けさせる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

機械の仕事や動力に関心をも
ち，エネルギーと生活のかか
わりや仕事の原理を探究し，
理解しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査

B 単元
第1章　機械と設計
1.　機械のしくみ
2.　機械設計

機械の定義を理解し，機械がさまざまな機構
や要素を組み合わせてできていることを理解
させる。

・指導事項
機械とはどのようなものか，機械
の定義・なりたち・動きなどを考
察できるよう指導する。
・教材
・一人１台端末の活用　等

機械に関心をもち，機械の
定義,機械のしくみ,機械の
機構，機械要素を探究しよ
うとしている。

○ ○

○

○ 8

定期考査

工業

機械設計

・工業の各分野における工業事象の合理的な数理処理の
知識を身につけ、実際に活用して工業技術の諸問題を主
体的に解決し、工業の意義や役割について理解してい
る。・工業の各分野における工業事象を迅速かつ合理的
に数理処理する実践的な数理処理能力を身につけ、その
成果を的確に活用する。

【知識及び技能】

教科書
・

副教材

教科

・工業の各分野における工業事象の数理
処理について関心を持ち、基礎的な数式
の活用や情報処理機器を意欲的に活用
し、合理的に数理処理を行う実践的な態
度を身につけている。

機械設計に関する諸事象について関心をも
ち、社会の改善・向上を目指して、自ら学
び、工業の発展に主体的かつ協同的な態度及
び創造的・実践的な態度を身につけようとし
ている。

【思考力、判断力、表現力  】

機械設計に関する課題を発見し、倫理観を踏ま
えた思考・判断力に基づいて、合理的かつ創造
的な課題について考え、その成果を的確に表現
できる。

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

令和６年度　年間授業計画　

教科・科目 工業   機械設計 単位数

対象学年・組 1学年機械科 教科担任

指導項目・内容

・自ら考え、問題解決のための適切
な表現ができ，四則計算や関数計
算・実務計算げできるようにする。
また、変換計算ができるよう指導を
行う。

評価規準

・板書を写し、色ペンやマー
カー等が適切に使い分けられ
ている。
・ノートは第三者が見ても、
見やすく、わかりやすい。
・積極的に授業に参加し、発
問に対する反応も良い。

科目

機械設計の各分野について、基礎的な知識と技術
を体系的・系統的に身につけ、社会環境に適した機
械設計の意義や役割を理解している。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】

・工業の各分野における工業事象の諸問題の解
決を目指し、適切な数理処理を通して、自ら思
考を深め判断し、その結果を積極的に相手に表
現できる能力を身につけている。

田無工科高等学校

2

MA:八木・小川  MB:八木・小川 

機械設計　１・２

なし

6○ ○

単元の具体的な指導目標

A 単元
「計算技術検定３級」試験に合格でき
る。または、方程式・有効数字等の変
数の設定方法を理解し、合格できる技
能を身につける。

1
学
期



G 単元
５.材料の破壊
６.はりの曲げ
材料の破壊について基礎的な内容を理
解し，材料の機械的性質と関連させ
て，許容応力や安全率の計算を習得さ
せる。

・指導事項
破壊の原因を理解し，破壊が発生
しない方策を考え，許容応力と安
全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けさせる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

機械や構造物を構成する部
材の変形や破壊に関心をも
ち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解しようと
している。

○ ○ ○ 8

せん断荷重の特質を考察
し，せん断応力とせん断ひ
ずみ，横弾性係数について
理解しようとしている。 ○ ○ ○ 8

材料に加わる荷重の種類を
知り，身近な実例とその現
象を探究しようとする態度
を身に付けている。 ○ ○ ○ 8

J 単元
３.環境に配慮した設計
１.ねじの用途と種類
実際の製品の中に活かされている環境
負荷への配慮やライフサイクル設計の
考えかたを理解する。

・指導事項
製品全体のライフサイクルを視野に
入れ，循環型社会，エネルギーの有
効利用，環境の保全を理解し，廃棄
物を少なくする設計について考えさ
せる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

資源やエネルギーの有限性を
正しく理解し，環境への負荷
を最小にする設計上の知識や
方法を探究し，理解しようと
している。

I 単元
第4章
安全・環境と設計"
１.安全・安心 と設計
２.倫理観を踏まえた設計
信頼性や安全性を高めるため，広い視野に
立った幅広い知識や設計法を理解し，それを
製品設計に活用できる基礎的な力を身に付け
させる。

・指導事項
安全で安心な製品を設計するために，高
い信頼性・信頼度が重要であることを考
えている。身近な具体例を示して，信頼
性や安全性を高める方法について考えさ
せる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

機械の安全に関心をもち，安全で
安心な製品を設計する知識や設計
法を理解し，探究しようとしてい
る。また，利用者に配慮した設計
の必要性を理解し，その方法を探
究しようとしている。

○ ○ ○ 3

定期考査 70

○ ○ ○ 7

H 単元
７.ねじり
８.座　屈
断面二次極モーメントと極断面係数の
概念を理解し，ねじりを受ける軸のせ
ん断応力やねじり応力，ねじれ角の計
算を習得させる。

・指導事項
ねじりがせん断作用であることを
理解し，曲げの場合と同様に考え
る力を身に付けさせる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

軸が回転動力を伝達すると
き，どんな力が働くかを推
測したり，軸に生じる応力
や変形について探究し，理
解しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査

２
学
期

３
学
期

E 単元
"第３章
材料の強さ
１.材料に加わる荷重
２.引張・圧縮荷重
材料に加わる荷重を正しく分類することがで
き，関連する用語を正しく理解させる。

・指導事項
荷重を作用のしかたや加わる速さ
によって分類する力を身に付け
る。
・教材
・一人１台端末の活用　等

F 単元
３.せん断荷重
４.温度変化による影響
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係
数の関係を理解し，横弾性係数と縦弾
性係数の違いを理解させる。

・指導事項
横弾性係数をせん断応力とせん断
ひずみを使って説明する力を身に
付けさせる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査


